




ビタミン K投与によりビタミン K依存性凝固因子がどの位の期間影響があるのかというこ

とは大変興味があることであり,また実際問題として重要なことである。ビタミン Kの半減

期は約 1日ということになっているが,もしもそうであるとするならば,ビタミン Kを新生

児期に投与して,乳児特発性ビタミン K 欠乏症の予防を期待するのは大変無理なことであ

る。 

ビタミン K投与により個々の凝固因子がどのように変動するかをみるのが最も有効な方法

であるが,実際問題としてこれには静脈採血をしなくてはならないのでヘパプラスチンテ

スト(HpT)でスクリーニングすることにした。 


